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第
六
十
三 

  
 

戦
場
の
計
算
機 

   
 
 
 
 

一 
  

ア
メ
リ
カ
極
東
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
軍
が
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要

塞
に
放
置
し
た
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
の
話
で
あ
る
。 

 

鹵
獲
し
た
日
本
陸
軍
第
十
四
軍
は
、
そ
れ
が
何
な
の
か
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
東
京
の
大
本
営
に
処
分
を
問
い
合
せ
る
と
、 

 

「
大
至
急
、
本
国
に
輸
送
す
べ
し
」 

 

と
い
う
回
答
が
返
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、 

 

「
精
密
な
機
械
な
の
で
、
丁
寧
に
扱
え
」 

 

と
付
け
加
え
る
の
を
忘
れ
た
。 

 

た
だ
、
第
十
四
軍
司
令
官
の
本
間
雅
晴
中
将
は
イ
ギ
リ
ス
滞
在
の

経
験
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
械
装
置
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
要
塞
か
ら
丁
寧
に
運
び
出
す
と

ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
、
ス
ラ
バ
ヤ
湾
ま
で
運
ん
だ
。 

 

そ
こ
か
ら
は
海
軍
の
仕
事
だ
っ
た
。 

 

彼
ら
は
十
分
な
認
識
が
な
か
っ
た
し
、
特
別
な
注
意
も
な
か
っ
た

の
で
、「
や
け
に
重
い
機
械
」
と
し
て
し
か
扱
わ
な
か
っ
た
。 

 

海
軍
は
駆
逐
艦
の
甲
板
に
計
算
機
を
固
定
し
て
搬
送
し
た
。
こ
の

た
め
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
は
汐
風
と
直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
続
け
た
。

東
京
・
目
黒
の
海
軍
研
究
所
に
届
い
た
と
き
は
全
体
が
赤
錆
に
覆
わ

れ
、
ど
う
に
も
こ
う
に
も
動
か
な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
で
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
の
元
社
長
で
あ
り
、
日

本
を
代
表
す
る
計
算
機
技
術
者
と
目
さ
れ
た
水
品
浩
に
修
理
が
命
じ

ら
れ
た
。
修
理
が
行
わ
れ
た
の
は
三
重
県
鳥
羽
に
あ
っ
た
神
戸
製
鋼

の
工
場
で
あ
る
。 

  

な
ぜ
東
京
か
ら
鳥
羽
に
回
送
さ
れ
た
の
か
を
説
明
す
る
の
に
は
、

ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
部
隊
に
よ
る
東
京
初
空
襲
の
こ
と
に
触
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
作
戦
本
部
が

最
も
懸
念
し
た
の
は
、
ハ
ワ
イ
の
航
空
基
地
が
日
本
軍
に
奪
わ
れ
、

ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
空
襲
が
行
わ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
海
軍
作
戦
参
謀
に
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
と
い
う
大
佐
が

い
た
。 

 
―
―
日
本
も
同
じ
で
は
な
い
か
。 

 
と
彼
は
考
え
た
。 

 
こ
の
と
き
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
名
で
、 

 

―
―
緒
戦
で
圧
倒
さ
れ
続
け
て
い
る
連
合
国
軍
を
奮
い
立
た
せ
る

作
戦
は
な
い
か
。 
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と
い
う
こ
と
が
作
戦
本
部
に
諮
問
さ
れ
て
い
た
。 

 
―
―
ジ
ャ
ッ
プ
を
怯
え
さ
せ
て
や
れ
。 

 
彼
は
東
京
を
空
襲
す
る
こ
と
を
考
え
た
。 

 

た
だ
ち
に
計
画
案
が
策
定
さ
れ
た
。
東
京
か
ら
五
百
マ
イ
ル
離
れ

た
海
上
ま
で
、
爆
撃
機
を
空
母
で
運
ぶ
。
そ
こ
か
ら
爆
撃
機
を
発
進

さ
せ
、
日
本
上
空
を
通
過
し
て
中
国
に
着
陸
す
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。 

 

航
続
距
離
二
千
マ
イ
ル
（
三
千
二
百
キ
ロ
）
を
誇
る
双
発
の
軽
爆

撃
機
Ｂ
―
25
が
あ
っ
た
。 

 

計
画
案
が
上
層
部
に
報
告
さ
れ
、 

 

―
―
や
っ
て
み
よ
う
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

通
常
、
こ
う
い
う
無
茶
な
計
画
は
立
案
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
な
い
。 

 

航
空
母
艦
は
機
体
が
軽
く
滑
走
距
離
が
短
い
戦
闘
機
や
急
降
下
爆

撃
機
を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
艦
上
戦
闘
機
の
自
重
は
七
百
キ

ロ
、
そ
れ
に
対
し
て
Ｂ
―
25
は
二
ト
ン
を
上
回
る
。
空
母
の
甲
板

か
ら
飛
び
出
し
た
と
た
ん
、
海
中
に
墜
落
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
こ
で
ロ
ー
大
佐
は 

 

―
―
特
別
攻
撃
用
に
機
体
の
重
量
を
落
と
せ
。 

 

と
命
令
し
た
。 

 

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
第
十
七
爆
撃
連
隊
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ド

ゥ
リ
ッ
ト
ル
中
佐
で
あ
る
。 

 

当
時
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
航
空
部
隊
で
統
率
力
、
作
戦
遂
行
能
力
と

も
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
を
隊
長
に

二
百
人
の
要
員
（
志
願
兵
）
が
選
ば
れ
た
。 

 

彼
ら
は
最
初
、
空
母
の
甲
板
に
見
立
て
た
狭
く
て
短
か
い
滑
走
路

で
離
陸
す
る
こ
と
を
練
習
し
、
次
に
空
母
か
ら
の
発
艦
訓
練
が
行
わ

れ
た
。
日
本
を
飛
び
越
え
て
中
国
大
陸
に
着
陸
す
る
の
だ
か
ら
、
着

艦
訓
練
は
必
要
な
か
っ
た
。 

 

一
九
四
二
年
の
四
月
二
日
、
ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
隊
と
十
六
機
の
Ｂ
―

25
を
載
せ
た
空
母
「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
」
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
を

出
港
し
、
北
太
平
洋
上
で
ハ
ワ
イ
か
ら
来
た
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」

と
合
流
し
た
。 

 

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
は
太
平
洋
艦
隊
第
十
六
機
動
部
隊
司
令
官

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ル
ゼ
ー
（
中
将
）
が
乗
り
組
ん
で
い
た
。
巡
洋
艦

四
隻
と
駆
逐
艦
六
隻
に
警
護
さ
れ
た
二
隻
の
空
母
が
東
京
か
ら
五
百

マ
イ
ル
の
海
洋
上
で
停
止
し
た
の
は
四
月
十
八
日
だ
っ
た
。 

 

計
画
で
は
、
東
京
上
空
に
達
す
る
の
は
深
夜
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

白
昼
堂
々
で
は
高
射
砲
に
撃
墜
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。 

 
と
こ
ろ
が
日
本
の
哨
戒
艇
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
船
は
そ
も
そ
も

は
漁
船
だ
っ
た
が
、
日
本
海
軍
に
徴
用
さ
れ
た
「
黒
潮
部
隊
」
に
属

す
る
警
戒
艇
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
巡
洋
艦
「
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
」

が
た
だ
ち
に
砲
撃
し
て
こ
れ
を
撃
沈
し
た
。 

 

日
本
の
警
戒
艇
が
果
た
し
て
空
襲
警
報
を
発
信
し
た
か
ど
う
か
は
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分
か
ら
な
か
っ
た
。
一
瞬
の
迷
い
が
あ
っ
た
。 

 
だ
が
ハ
ル
ゼ
ー
が
「
Ｇ
ｏ
！
」
の
決
断
し
た
。 

 
こ
う
し
て
東
京
に
向
け
て
発
艦
し
た
十
六
機
の
Ｂ
―
25
は
、
同

日
午
後
零
時
に
東
京
、
川
崎
、
横
須
賀
、
名
古
屋
、
四
日
市
、
神
戸

な
ど
を
空
襲
し
て
中
国
に
飛
び
去
っ
た
。 

  

『
機
密
戦
争
日
誌
』
一
九
四
二
年
四
月
十
八
日
付 

 

絶
好
の
快
晴
下
に
午
後
〇
時
三
十
分
頃
、
突
如
帝
都
空
襲
を
行
う
。

焼
夷
弾
の
み
。
国
民
を
し
て
初
め
て
大
東
亜
戦
争
の
渦
中
に
入
ら
し

め
た
如
き
感
を
抱
か
し
め
た
り
。
昨
年
本
日
は
日
米
交
渉
開
始
の
飛

電
あ
り
で
、
上
層
部
を
驚
か
し
む
。
本
日
は
帝
都
空
襲
せ
ら
れ
て
上

下
驚
愕
す
。 

  

作
家
・
伊
藤
整
は
そ
の
日
記
に
こ
う
書
い
た
。 

 
 
 

初
め
て
の
本
当
の
空
襲
で
あ
る
が
、
晴
れ
て
明
る
い
日
の
こ
と
と

て
、
の
ん
気
で
あ
る
。
あ
の
飛
行
機
が
敵
機
と
い
う
の
だ
そ
う
だ
が
、

ふ
だ
ん
の
日
本
の
飛
行
機
を
見
る
の
と
変
ら
な
い
気
持
。
今
ま
で
受

け
身
で
ば
か
り
い
た
ア
メ
リ
カ
人
も
初
め
て
少
し
は
仕
事
ら
し
い
こ

と
を
し
た
と
、
ほ
め
て
や
り
た
い
位
の
気
持
ち
で
あ
る
。
昼
間
の
東

京
に
入
っ
て
来
る
な
ど
、
な
か
な
か
や
る
わ
い
、
と
い
か
に
も
冒
険

好
き
な
ア
メ
リ
カ
青
年
の
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
や
う
だ
。 

  

―
―
ほ
め
て
や
り
た
い
。 

 

―
―
な
か
な
か
や
る
わ
い
。 

 

実
際
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
な
か
っ
た
。 

 

無
防
備
の
上
空
五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
投
下
さ
れ
た
爆
弾
と
焼
夷
弾
、

機
銃
掃
射
に
よ
っ
て
、
東
京
で
は
死
者
三
十
六
人
（
六
都
市
合
計
五

十
人
）、
重
軽
傷
約
五
百
人
、
焼
失
・
全
壊
家
屋
二
百
六
十
五
戸
、

軍
事
施
設
や
工
場
な
ど
数
か
所
が
損
壊
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
日
本
軍
は
、
た
ま
た
ま
試
験
飛
行
中
だ
っ
た
陸
軍

三
式
戦
闘
機
「
飛
燕
」
が
一
連
射
撃
を
行
っ
た
も
の
の
、
燃
料
切
れ

で
一
機
も
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

日
本
軍
は
総
攻
撃
を
か
け
た
り
占
領
を
宣
言
す
る
の
に
、
日
本
の

記
念
日
や
皇
族
の
誕
生
日
、
過
去
の
戦
争
に
ち
な
ん
だ
月
日
を
選
ん

だ
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
も
ま
た
、
日
米
外
交
交
渉

開
始
の
日
を
選
ん
で
日
本
本
土
へ
の
初
空
襲
を
実
施
し
た
わ
け
だ
っ

た
。 

 
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ア
メ
リ
カ
の
爆
撃
機
が
爆
弾
を
落
と
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
横
浜
や
川
崎
、
千
葉
も
安
全
で
は
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
た
。
陸
軍
兵
器
行
政
本
部
や
電
気
試
験
所
は
鹵
獲
し
た
「
Ｉ
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Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
を
動
か
し
て
役
立
て
よ
う
と
考
え
た
の
で
、
東
京
か

ら
鳥
羽
に
回
航
し
た
わ
け
だ
っ
た
。 

 
で
は
、
な
ぜ
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド

式
計
算
機
械
装
置
が
あ
っ
た
か
、
で
あ
る
。 

 

話
は
日
米
開
戦
の
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が
イ
ギ
リ
ス
空
爆
を
開
始
し
た
一
九
四
〇
年

の
七
月
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
会
長
の
ト
ー
マ
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
は
、
連
邦
政
府

に
対
し
て
思
い
切
っ
た
提
案
を
し
た
。 

 

そ
の
内
容
は
、 

  

一
、
連
合
国
軍
に
対
し
て
、
当
社
が
保
有
す
る
す
べ
て
の
施
設
を 

 
 
 

提
供
す
る
。 

 

二
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
調
達
す
る
軍
用
資
材
の
納
入
に
当
た
っ
て 

 
 
 

は
一
％
の
利
益
で
満
足
す
る
。 

 

三
、
戦
争
に
勝
っ
た
暁
に
は
、
枢
軸
国
側
に
接
収
さ
れ
て
い
る
Ｉ 

 
 
 

Ｂ
Ｍ
社
の
資
産
を
可
及
的
速
や
か
に
回
収
し
、
開
戦
前
の
状 

 
 
 

況
に
復
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。 

  

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
海
外
に
展
開
し
て
い
た
事
業
所
は
、
カ
ナ

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
七
十
七
か
国
に
及
ん
で
い
た
。
そ
の
中
に
は
当
面
の
敵
で
あ

る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
と
っ
て
こ
の
提
案
は
心
強
い
も
の
だ
っ
た
。 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
ワ
ト
ソ
ン
の
提
案
を
了
解
し
た
。 

 

さ
ら
に
ワ
ト
ソ
ン
は
「
陸
海
空
三
軍
の
前
線
基
地
に
、
当
社
の
計

算
機
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
た
。
そ
の
運
用
と
保
守
に
、

自
社
の
社
員
を
充
て
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

合
衆
国
政
府
は
補
給
の
効
率
化
と
補
給
物
資
の
最
適
化
を
目
指
し

て
い
た
た
め
、
ワ
ト
ソ
ン
の
提
案
は
持
っ
て
こ
い
だ
っ
た
。
し
か
も

戦
争
の
現
場
で
あ
る
前
線
に
計
算
機
を
持
ち
込
む
と
い
う
発
想
は
、

な
る
ほ
ど
奇
想
天
外
だ
っ
た
。 

 

敵
に
奪
わ
れ
た
ら
…
…
、
壊
れ
た
ら
…
…
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、

連
邦
政
府
は
考
え
な
か
っ
た
。 

 

―
―
補
充
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
か
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
連
邦
政
府
は
、
三
軍
の
方
面
軍
司
令
部
ご
と
に
Ｍ

Ｒ
Ｃ
（
マ
シ
ン
・
レ
コ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー
）、
前
線
部
隊
に
Ｍ
Ｒ
Ｕ

（
マ
シ
ン
・
レ
コ
ー
ド
・
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
配
備
す
る
こ
と
を
決
め
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
マ
シ
ン
と
自
家
発
電
装
置
を
搭
載
で
き
る
専
用
ト
レ
ー
ラ
ー

を
開
発
し
た
。 

 
こ
の
あ
た
り
が
生
産
力
の
違
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 
ト
レ
ー
ラ
ー
に
計
算
機
一
式
を
乗
せ
て
、
前
線
で
計
算
機
を
動
か

す
と
い
う
発
想
は
、
従
来
の
戦
法
に
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
計
算
機

は
一
発
も
弾
を
撃
ち
だ
さ
な
い
が
、
膨
大
な
物
資
を
効
率
よ
く
、
最
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適
に
配
置
す
る
「
補
給
」
と
い
う
重
大
な
戦
略
を
担
う
の
だ
。
あ
る

い
は
傍
受
し
た
敵
の
電
信
を
解
析
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 
も
う
一
つ
の
計
算
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
は
、

機
関
銃
や
大
型
火
砲
、
増
産
に
向
け
た
農
機
具
な
ど
の
生
産
に
追
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
作
っ
て
い
た
の
は
商
業
用

の
秤
だ
っ
た
り
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
り
し
た
。 

 

お
よ
そ
軍
需
と
縁
の
な
い
製
品
ば
か
り
で
、
ワ
ト
ソ
ン
は
経
営
者

と
し
て
、
な
ん
と
し
て
も
計
算
機
を
軍
需
と
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ

っ
た
。 

 

ワ
ト
ソ
ン
は
「
計
算
機
に
賭
け
る
」
と
い
う
決
意
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

三 
  

ク
レ
ア
・
レ
イ
ク
と
フ
レ
ッ
ド
・
キ
ャ
ロ
ル
と
い
う
卓
越
し
た
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
統
計
会
計
機
械
装
置
を
磨
き
上
げ
た
こ

と
は
す
で
に
書
い
た
。
実
は
も
う
一
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ

の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
イ
ス
と
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
い
た
。 

 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
中
退
し
て
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
入
り
、
新
型
の
計
数

器
、
乗
算
器
、
除
算
器
を
生
み
出
し
た
。
ブ
ラ
イ
ス
は
そ
れ
ま
で
の

機
械
仕
掛
け
の
統
計
会
計
機
械
装
置
か
ら
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
分
離

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 

計
算
処
理
を
す
る
度
に
配
電
盤
の
配
線
を
変
更
す
る
ワ
イ
ヤ
リ
ン

グ
の
作
業
が
簡
易
に
な
っ
た
。
彼
は
統
計
会
計
機
械
装
置
を
汎
用
の

パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
）
に
育
て
る
仕
事
を
し
た
。 

 

ブ
ラ
イ
ス
は
並
行
し
て
真
空
管
に
着
目
し
、
統
計
会
計
機
械
装
置

に
使
え
な
い
か
、
と
考
え
た
。
地
道
な
研
究
を
重
ね
た
結
果
、
一
九

三
二
年
に
真
空
管
を
使
っ
て
演
算
を
行
う
手
法
の
開
発
に
着
手
し
て

い
た
。 

 

日
米
開
戦
の
四
年
前
、
一
九
三
七
年
、
一
人
の
青
年
が
そ
の
ブ
ラ

イ
ス
を
訪
ね
て
き
た
。 

 

青
年
の
名
は
ハ
ワ
ー
ド
・
エ
イ
ケ
ン
と
い
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
大
学
院
生
で
あ
る
。 

 

エ
イ
ケ
ン
は
独
自
に
編
み
出
し
た
自
動
計
算
機
械
の
構
想
を
説
明

し
た
。
そ
れ
は
物
理
計
算
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
で
、
既
存
の
ど
の

よ
う
な
計
算
機
械
装
置
と
も
異
な
る
新
し
い
技
術
体
系
―
―
の
ち
に

「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
―
―
を
意
味
し
て
い
た
。 

 

ブ
ラ
イ
ス
は
ク
レ
ア
・
レ
イ
ク
、
フ
レ
ッ
ド
・
キ
ャ
ロ
ル
な
ど
と

相
談
し
、
こ
れ
は
行
け
る
、
と
い
う
確
信
を
持
っ
た
。
た
だ
ち
に
ワ

ト
ソ
ン
に
レ
ポ
ー
ト
が
回
付
さ
れ
、
ワ
ト
ソ
ン
が
即
決
し
た
。
Ｉ
Ｂ

Ｍ
社
が
世
界
に
誇
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
太
鼓
判
を
押
し
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

一
九
三
九
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
と
共
同
で
新
し
い
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
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を
決
め
た
。
計
算
機
の
設
計
と
開
発
は
ク
レ
ア
・
レ
イ
ク
を
中
心
に
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト
研
究
所
の
技
術
者
グ
ル
ー
プ
が
担
当

し
、
エ
イ
ケ
ン
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
任
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
演
算
素
子
に
は
リ
レ
ー
が
採
用
さ
れ
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
紙
テ
ー
プ
で
供
給
さ
れ
た
。
物
理
方
程
式
を
毎
秒
三
回
の

速
度
で
演
算
し
た
。
三
年
後
に
完
成
し
た
マ
シ
ン
は
、
長
さ
が
十

五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
部
品
点
数
は
七
十

五
万
個
と
い
う
巨
大
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

大
き
さ
だ
け
見
れ
ば
大
型
の
蒸
気
機
関
車
に
等
し
い
。
の
ち
に
こ

の
マ
シ
ン
に
は
「
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
」（A

utom
atic Sequence Controlled 

Calculator

）。
強
い
て
訳
せ
ば
「
電
動
機
械
式
自
動
計
算
機
」
の
名

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
一
九
四
三
年
一
月
に
試
運
転
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
五

月
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
マ
ー
ク
Ⅰ
」
の
名
で
正
式
に
公
表
さ
れ
た
。 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
次
期
製
品
に
必
要
な
技
術
を
手
に
入
れ
た
の
だ
。 

  

政
府
と
軍
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
計
算
機
を
標
準
的
に
採
用
し
た
の
は
、

操
作
を
同
一
に
す
る
こ
と
で
要
員
の
養
成
・
確
保
を
容
易
に
で
き
る

こ
と
、
Ｍ
Ｒ
Ｃ
や
Ｍ
Ｒ
Ｕ
の
間
で
デ
ー
タ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
パ
ン
チ

カ
ー
ド
と
配
電
盤
）
お
よ
び
、
要
員
の
融
通
が
利
く
こ
と
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ

社
の
保
守
要
員
が
ど
ん
な
場
所
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
―
―
な
ど
が

理
由
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
一
貫
し
て
通
し
て
き
た
レ
ン
タ
ル
制
で

蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
役
立
っ
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
軍
は
対
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
、
対
日
本
の
両

面
戦
争
に
臨
ん
で
、
兵
員
、
輜
重
、
弾
薬
、
医
薬
品
、
食
料
、
機

器
・
備
品
な
ど
の
輸
送
と
在
庫
管
理
を
常
に
的
確
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
線
か
ら
の
要
求
と
本
部
か
ら
の
供
給
を
最

適
化
し
、
国
内
に
お
け
る
軍
需
物
資
の
生
産
を
調
整
す
る
こ
と
が
で

き
た
し
、
ま
た
暗
号
の
解
析
や
作
戦
の
立
案
な
ど
に
も
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の

計
算
機
を
適
用
し
た
。 

 

納
入
価
格
の
一
％
と
い
う
利
益
は
、
名
目
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
第
二
次
大
戦
そ
の
も
の
で
は
大
き
な
利
益
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
計
算
機
の
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
世
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

市
場
の
七
割
」
と
い
わ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
シ
ェ
ア
は
、
ワ
ト
ソ
ン
の

捨
て
身
の
策
略
―
―
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
と
い
う
人
も
い
る
―
―
に
よ
っ

て
可
能
に
な
っ
た
。 

 

前
線
基
地
に
計
算
機
を
配
置
す
る
戦
略
は
、
欧
州
と
太
平
洋
で
の

二
面
作
戦
を
優
位
に
転
換
す
る
の
に
役
立
っ
た
。
何
よ
り
も
物
資
と

兵
器
、
兵
員
の
補
充
が
的
確
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き
た
。
太
平
洋
戦

争
は
兵
站
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。 

 

と
同
時
に
計
数
化
と
理
論
を
ど
う
適
用
す
る
か
の
戦
い
で
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
作
戦
だ
け
で
な
く
、
要
員
の
評
価
に
も
使
わ
れ
た
。 
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例
え
ば
、
あ
る
部
隊
の
指
揮
官
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
司
令
部

は
部
隊
を
維
持
し
、
指
揮
命
令
を
実
行
す
る
の
に
必
要
な
ス
キ
ル
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
年
齢
、
位
階
を
方
面
司
令
部
に
伝
達
す
る
。
す
る
と
方

面
司
令
部
で
は
、
数
万
人
の
尉
官
、
佐
官
の
中
か
ら
、
最
適
な
人
材

を
抽
出
し
て
送
り
込
ん
で
く
る
。 

 

こ
れ
は
兵
器
、
武
器
、
弾
薬
、
医
療
部
隊
、
医
薬
品
、
治
療
器
具
、

燃
料
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。 

 

一
九
四
二
年
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
産
業
界
が

生
産
し
た
主
要
な
軍
事
物
資
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

  

・
航
空
機 

 
 
 
 
 

二
万
三
千
三
十
二
機 

 

・
Ｍ
１
カ
ー
ビ
ン
銃 

 

十
一
万
五
千
四
百
十
一
挺 

 

・
一
〇
五
ミ
リ
砲
弾 

 

六
百
十
万
九
千
発 

 

・
中
型
戦
車 

 
 
 
 

九
千
四
百
八
十
一
台 

 

・
ト
ラ
ッ
ク 

 
 
 
 

三
十
三
万
三
千
五
百
十
六
台 

 

・
靴 

下 
 
 
 
 
 

二
千
四
百
三
十
五
万
一
千
足 

  

こ
う
し
た
大
量
の
物
資
を
戦
地
に
配
給
す
る
輸
送
船
の
手
配
を
、

計
算
機
が
一
手
に
こ
な
し
た
。
こ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
軍
は
陸
海
空

の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
機
材
・
機
器
、
武
器
・
装
備
な
ど
す
べ
て
を
コ
ー

ド
化
し
た
。
兵
隊
へ
の
給
与
、
恩
賞
、
部
隊
や
指
揮
官
の
交
代
も
計

算
機
が
打
ち
出
し
、
適
宜
処
理
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

日
本
軍
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
守
備
隊
を
支
援
す
る
た
め
、
酒
樽

に
米
を
詰
め
て
海
洋
に
浮
か
ば
せ
、
潮
の
流
れ
に
任
せ
た
の
と
は
次

元
が
違
っ
て
い
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
、
最
前
線
に
食
糧
を
搬
送

す
る
兵
士
た
ち
が
、
背
中
に
食
糧
を
負
い
な
が
ら
飢
え
死
に
す
る
よ

う
な
出
来
事
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
で
は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
。 
                 



第 63 戦場の計算機（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
勖 

Francis Stuart Low

／
１
８
９
４
〜
１
９
６
４
。

新
鋭
空
母
「
ホ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
最
終
艤
装
工
事
の
状
況
を
視
察
す
る
た
め
ノ

ー
フ
ォ
ー
ク
海
軍
基
地
を
訪
れ
た
。
そ
の
と
き
、
空
母
の
輪
郭
が
描
か
れ
た

飛
行
場
の
滑
走
路
に
キ
ャ
リ
ア
の
浅
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
離
着
陸
の
訓
練
を
行

っ
て
い
る
光
景
と
、
そ
の
輪
郭
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
陸
軍
航
空
軍
の
爆
撃
機

の
編
隊
が
攻
撃
演
習
を
行
っ
て
い
る
光
景
を
見
た
。
ロ
ー
は
そ
の
光
景
か
ら

「
航
続
距
離
の
長
い
陸
軍
の
双
発
爆
撃
機
を
空
母
か
ら
発
進
さ
せ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
か
」
と
ひ
ら
め
い
た
と
い
う
。 

ジ
勍
勖
ム
ズ
・
ド
勌
リ
勏
ト
ル 

Jam
es "Jim

m
y" H
arold D

oolittle

／
１

８
９
６
〜
１
９
９
３
。一
九
四
二
年
、中
佐
の
と
き
東
京
初
空
襲
に
成
功
し
、

そ
の
軍
功
で
二
階
級
昇
進
し
、
准
将
に
昇
進
し
た
。
そ
の
の
ち
北
ア
フ
リ
カ

戦
線
に
司
令
官
と
な
っ
て
赴
任
し
、
少
将
・
戦
略
空
軍
司
令
官
、
四
四
年
イ

ギ
リ
ス
本
土
防
衛
の
た
め
中
将
・
ア
メ
リ
カ
第
八
空
軍
司
令
官
と
な
っ
た
。 

日
本
の
哨
戒
艇	
 

第
二
十
三
日
東
丸
と
長
渡
丸
の
二
隻
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
艦
隊
を
発
見
し
、

「
敵
艦
隊
見
ユ
」「
敵
ハ
空
母
三
、
巡
洋
艦
四
ヲ
伴
フ
」
と
い
う
至
急
電
を
計

七
通
も
発
信
し
て
い
た
。
日
東
丸
は
巡
洋
艦
の
砲
撃
で
沈
没
し
た
が
、
ア
メ

リ
カ
海
軍
は
そ
の
た
め
に
一
千
発
も
の
砲
弾
を
発
射
し
た
。 

東
京
初
空
襲
後
の
Ｂ
剹
25	
 

一
機
は
ソ
連
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
着
陸

し
、
四
機
は
夜
間
着
陸
に
失
敗
し
て
大
破
し
た
。
残
り
の
十
一
機
は
飛
行
場

を
発
見
で
き
ず
搭
乗
員
は
落
下
傘
で
降
下
し
た
。
そ
の
う
ち
一
機
の
搭
乗
員

は
中
国
共
産
党
軍
に
よ
っ
て
六
人
が
殺
害
さ
れ
、
二
機
は
日
本
軍
占
領
地
に

不
時
着
／
落
下
傘
降
下
し
た
た
め
に
八
人
が
捕
虜
と
な
っ
た
。
ソ
連
領
に
着

陸
し
た
Ｂ
―
25
は
そ
の
ま
ま
ソ
連
軍
が
接
収
し
、
分
解
し
て
調
査
し
、
そ
っ

く
り
の
爆
撃
機
を
開
発
し
た
。	
 

伊
藤	
 

整 

い
と
う
・
せ
い
／
１
９
０
５
〜
１
９
６
９
。
本
名
も
同
じ
だ
が

「
整
」
は
「
ひ
と
し
」
と
読
む
。
北
海
道
松
前
郡
白
神
村
に
生
ま
れ
、
小
樽

高
等
商
業
校
を
出
て
市
立
小
樽
中
学
校
の
教
師
と
な
っ
た
。
の
ち
東
京
商
科

大
学
に
入
っ
た
が
中
退
し
て
文
筆
活
動
に
入
り
小
説
、
文
芸
評
論
で
活
躍
し

た
。
詩
集
『
雪
明
り
の
路
』、
小
説
『
生
物
祭
』『
街
と
村
』『
得
能
五
郎
の
生

活
と
意
見
』『
鳴
海
仙
吉
』『
氾
濫
』
な
ど
が
あ
る
。
東
京
工
業
大
学
教
授
、

日
本
近
代
文
学
館
館
長
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
、
文
芸
家
協
会
理
事
。

六
七
年
日
本
芸
術
院
賞
、六
八
年
日
本
芸
術
院
会
員
。死
後
勲
三
等
瑞
宝
章
。 

 

戦
闘
機
助
飛
燕
努 

ひ
え
ん
：
第
二
次
大
戦
中
、
日
本
陸
海
軍
機
で
唯
一
の

液
冷
エ
ン
ジ
ン
を
装
備
し
た
制
式
戦
闘
機
で
、
流
線
型
の
機
体
が
特
徴
だ
っ

た
。
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
製
「
Ｄ
Ｂ
６
０
１
」
エ
ン
ジ
ン
を
国

産
化
し
川
崎
飛
行
機
が
設
計
、
生
産
し
た
。
制
式
名
称
は
「
キ
―
６
１ 

三

式
戦
闘
機
」で
一
九
四
四
年
一
月
に
就
役
し
前
線
配
備
さ
れ
た
。翼
幅
十
二
・

〇
メ
ー
ト
ル
、
全
長
八
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
最
大
速
度
は
高
度
五
千
メ
ー
ト

ル
で
時
速
五
百
八
十
キ
ロ
、
最
高
一
万
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が
で

き
た
。十
二
・
七
ミ
リ
機
銃
二
基 

二
十
ミ
リ
機
関
砲
二
門
を
備
え
て
お
り
、

Ｂ
―
29
撃
墜
用
だ
っ
た
。太
平
洋
戦
域
を
は
じ
め
本
土
防
空
に
威
力
を
示
し

た
。 

ハ
ワ
勖
ド
・
エ
イ
ケ
ン 

H
aw
ard A

iken

／
１
９
０
０
〜
１
９
７
３
。 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
共
同
で
開
発
し
た
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅰ
」
は
約
三
千
個
の
電
磁
リ
レ

ー
を
用
い
、
計
算
の
手
順
が
計
算
機
の
外
に
あ
る
制
御
板
で
指
定
さ
れ
る
も

の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ⅰ
は
「
逐
次
型
自
動
制
御
機
械
装
置
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

余
談
だ
が
、
エ
イ
ケ
ン
は
「
人
々
が
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
盗
む
こ
と
を
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気
に
病
ん
で
は
な
ら
な
い
。
も
し
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
に
何
か
良
い
と
こ
ろ

が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
人
々
に
捧
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の

な
の
だ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
優
れ
た
発
明
、
技
術
は
社
会
の
公

共
財
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
も
の
で
、
現
在
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
基
本
的
な
思
想
は
彼
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
。 

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ	
 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
長
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コ
ナ

ン
ト
は
「
マ
ー
ク
Ⅰ
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
の
計
算
機
の
個
々
の
構
成
要
素
に
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
技
術
者
達
の
一
連
の
発

明
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
私
達
は
基
礎
科
学
が
産
業
に
ど
の

よ
う
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
聞
か
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
産
業
界
の
技
術
が
科
学
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
恩
恵
を
も

た
ら
し
た
と
い
う
話
は
余
り
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」（
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」） 

コ
レ
ヒ
ド
勖
ル
要
塞	
 

マ
勏
カ
勖
サ
勖
将
軍
の
脱
出	
 

 

一
九
四
二
年
の
二
月
二
十
二
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
宛
て
て
、
脱
出
命
令
が
到
着
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
再
起
を
図
れ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
月
十
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ウ
ェ

イ
ン
ラ
イ
ト
少
将
を
呼
び
、「
私
が
帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
君
を
中
将
に
昇

進
さ
せ
よ
う
」
と
言
っ
て
、
全
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
司
令
官
に
任
命
し
た
。 

 

葉
巻
一
箱
と
髭
剃
り
ク
リ
ー
ム
二
瓶
を
手
渡
し
た
の
は
、
餞
別
の
つ
も
り

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
妻
と
息
子
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ケ
ソ
ン
大
統
領
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
海
軍
少
将
な

ど
幕
僚
二
十
二
人
が
魚
雷
艇
四
隻
に
分
乗
し
て
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
離
れ
た

の
は
翌
十
一
日
で
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
い
う
人
物
は
、
一
九
三
七
年
十

二
月
末
日
付
で
陸
軍
を
退
役
し
、
年
俸
三
万
一
千
五
百
ド
ル
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
府
に
軍
事
顧
問
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
対
日
戦
の
機
運
が
高
ま

っ
た
こ
と
か
ら
四
一
年
七
月
に
再
び
陸
軍
中
将
・
極
東
軍
司
令
官
に
任
命
さ

れ
、
開
戦
と
同
時
に
大
将
に
昇
進
し
た
。
連
邦
政
府
は
優
秀
な
軍
人
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
振
り
向
け
た
こ
と
と
、
現
地
の
事
情
に
詳
し
い
現
役
将
校
が
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。 

 

あ
る
意
味
で
太
平
洋
戦
争
は
、
彼
に
と
っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
。
生
来
、
目
立
ち
た
が
り
屋
だ
っ
た
彼
は
第
一
次
大
戦
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
被
る
こ
と
な
く
、
手
に
は
馬
の
鞭
を
持
っ
て
最
前
線
の
指
揮
に
当
た
っ
た

と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
退
役
し
て
悠
々
自
適
を
決
め
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

に
わ
か
に
極
東
軍
司
令
官
と
い
う
大
役
が
転
が
り
込
ん
で
き
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
勇
名
を
馳
せ
、
英
雄
に
な
れ
ば
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

大
統
領
へ
の
道
が
開
け
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
ひ
そ
や
か
に
考
え
た
。
そ
の

道
を
開
く
た
め
に
は
、
十
万
人
の
兵
士
と
避
難
民
は
重
い
足
枷
に
な
る
。 

 

彼
の
盟
友
で
よ
き
助
言
者
だ
っ
た
コ
ー
ト
ニ
ー
・
ホ
ィ
ッ
ト
ニ
ー
准
将
も
、

脱
出
を
勧
め
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
マ
カ
ー
サ
ー
は 

 

―
―
こ
こ
は
逃
げ
る
に
如
か
ず
で
あ
る
。 

 

と
考
え
た
。 

 

織
田
信
長
、
徳
川
家
康
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
名
将
は
逃
げ
る
の
が

う
ま
い
。
全
軍
の
将
が
死
す
れ
ば
家
が
崩
壊
す
る
の
は
、
武
田
信
玄
、
今
川

義
元
の
例
で
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
場
合
は
違
っ
て

い
た
。
彼
独
り
の
問
題
で
な
く
、
連
合
軍
に
蔓
延
し
て
い
た
将
軍
た
ち
の
功

利
主
義
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
そ
の
家
族
、
極
東
軍
司
令
部
の
幕
僚
た
ち
を
乗
せ
た
魚

雷
艇
は
、
途
中
、
日
本
軍
の
巡
洋
艦
の
数
キ
ロ
鼻
先
を
横
切
り
、
コ
レ
ヒ
ド

ー
ル
島
脱
出
か
ら
二
日
目
の
三
月
十
三
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
た
ど
り
着
い

た
。
こ
こ
で
様
子
を
見
、
十
六
日
の
深
夜
、
迎
え
に
き
た
二
機
の
Ｂ
―17

爆
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撃
機
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
飛
び
立
っ
た
。 

 
「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
の
名
言
は
こ
の
と
き
生
ま
れ
た
。 

 
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
体
よ
く
指
揮
を
委
ね
ら
れ
た
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
は
、

た
だ
ち
に
「
四
月
十
五
日
ま
で
に
食
糧
の
補
給
が
な
け
れ
ば
、
降
伏
せ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
打
電
し
た
。
責
任
逃
れ
の
布
石
を
打
っ
た
、

と
い
え
な
く
も
な
い
。 

 

こ
こ
で
要
塞
の
内
に
問
題
が
発
生
し
た
。
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
人
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
と
の
間
の
人
種
的
な
確
執
だ
っ
た
。
バ
タ
ー
ン
半
島
の
防
衛
線
で
は

ア
メ
リ
カ
軍
の
士
官
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
の
兵
を
指
揮
し
て
い
た
。
戦
闘
で
斃

れ
る
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
加
え
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

一
般
市
民
を
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
に
退
避
さ
せ
る
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
軍
が

拒
否
し
た
こ
と
か
ら
、
対
立
の
溝
が
深
ま
っ
た
。 

 

も
う
一
つ
は
戦
意
の
低
下
だ
っ
た
。六
万
五
千
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
将
兵
は
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
一
緒
に
ケ
ソ
ン
大
統
領
が
脱
出
し
た
こ
と
を
知
っ
て
衝
撃

を
受
け
た
。 

           

   



日本IT書紀

著　者：佃 均

発行者：（特非）オープンソースソフトウェア協会
                http://www.ossaj.org/
                info@ossaj.org

発行日：2023年4月10日

本作品はCC-BY-NC-NDライセンスによって許諾されています。ライセンスの詳しい内容は 
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/deed.ja でご確認ください。

© 2004 TSUKUDA Hitoshi (Licensed under CC BY NC ND 4.0)

本作品は2004年-2005年ナレイ出版局より刊行された 「日本 IT書紀」 
全5分冊を底本とし、原著者が一部改定を加えたものを複数の電子書籍
に再構成して CC-BY-NC-ND ライセンスにより公開します。

063 戦場の計算機


